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【特集】 より安心な地域をつくるために……4
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ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた

見やすいデザインの文字を採用しています。

今月の表紙は 1月 12日に行われた成人式の様子。

市内９カ所で開催し、新成人の門出を祝いました。

もっと伊賀市を
知るアプリ

無料アプリ
「マチイロ」

スマホでも広報いが市が読めます。
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）
年
の
復
興
天

守
（
伊
賀
文
化
産
業
城
）
完
成
を
待
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
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で
し
た
。
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空
き
家
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
！

空
き
家
問
題
を
考
え
る

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
課 

空
き
家
対
策
室
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市
で
は
、
市
内
の
空
き
家
を
有
効
活
用

し
、
市
へ
の
移
住
定
住
を
促
進
し
て
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、「
伊
賀
流
空
き
家
バ

ン
ク
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。
昨
年
末
時
点

の
、
利
用
登
録
数
は
約
６
１
０
世
帯
、
物
件

公
開
件
数
は
30
件
で
こ
れ
ま
で
72
世
帯
の

人
に
ご
成
約
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
を
売
り
た
い
人
や
買
い
た
い
人

は
、
ぜ
ひ
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　　

<

毎
月
発
行
の
空
き
家
バ
ン
ク
情
報
誌>

　
市
で
は
、
空
き
家
事
業
に
関
す
る
情
報

共
有
と
市
の
空
き
家
施
策
を
行
う
た
め
に

建
築
士
な
ど
関
係
７
団
体
と
包
括
連
携
協

定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
関
係
７
団
体
：
三
重
県
建
築
士
事
務
所

協
会
、
三
重
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
、

三
重
県
司
法
書
士
会
、
全
日
本
不
動
産
協

会
三
重
県
本
部
、
三
重
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
、
三
重
県
建
設
業
協
会
、
三
重
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会

 

人
口
減
少
に
伴
い
、
全
国
的
に
空
き
家
の
増
加
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
伊
賀
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
人
口
推
計
で
は
２
０
３
０
年
に
伊
賀
市
の
人
口
は
８
万

人
を
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
75
歳
以
上
人
口
も
そ
れ

以
降
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
市
の
空
き
家
総
数

は
約
２
１
０
０
棟
で
す
が
、
今
後
、
さ
ら
に
空
き
家
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
管
理
さ
れ
な
い
空
き
家
が
地
域
に
増
え
る
と
、
周
辺
の

住
民
が
迷
惑
す
る
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
全
体
の
活
力
を
奪
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
空
き
家
の
積
極
的
な
活
用
や
適

正
管
理
な
ど
、
将
来
を
見
す
え
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
す
る
可
能

性
の
あ
る
空
き
家
や
、
著
し
く
周
囲
の
景

観
を
損
な
っ
て
い
る
空
き
家
な
ど
を「
特
定

空
家
等
」と
言
い
ま
す
。

　「
特
定
空
家
等
」に
認
定
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
、
所
有
者
は
次
の
よ

う
な
罰
則
な
ど
を
受
け
ま
す
。

○
住
宅
用
地
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
り
、

土
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
額
な
ど
が

３
〜
５
倍
に
上
が
る
。

○
改
善
命
令
を
受
け
、
そ
れ
に
違
反
す
る

と
50
万
円
以
下
の
過
料
。

○
勧
告
や
命
令
に
応
じ
ず
放
置
し
続
け
る

と
強
制
撤
去
さ
れ
、
費
用
は
所
有
者
に

請
求
さ
れ
る
。（
代
執
行
）

○
瓦
や
壁
が
落
下
し
、
通
行
人
に
被
害
を

与
え
れ
ば
多
額
の
損
害
賠
償
金
を
請
求

さ
れ
る
。

　
空
き
家
の
管
理
は
所
有
者
の
責
任
で
す
。

市
で
は
、
自
分
で
維
持
管
理
が
で
き
な
い

場
合
に
専
門
家
を
紹
介
す
る
な
ど
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
空
き
家
を
放
置
せ
ず
、

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
空
家
等
に
認
定
さ
れ
除
去

相
当
の
判
定
を
受
け
た
建
物
の
所
有
者
を

対
象
と
し
て
、
解
体
費
の
補
助
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
城
下
町
ホ
テ
ル
の
取
り
組
み

　
城
下
町
の
街
並
み
や
食
文
化
、
伝
統
工

芸
を
守
り
な
が
ら
、
歴
史
的
価
値
の
高
い

空
き
家
等
を
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
に
利
活

用
し
て
い
く
取
り
組
み
を
官
民
連
携
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

　
第
１
期
工
事
と
し
て
伊
賀
上
野
城
下
町

エ
リ
ア
に
あ
る
３
棟
の
古
民
家
を
宿
泊
施

　
市
で
は
、
市
内
の
空
き
家
を「
売
り
た
い
」

「
貸
し
た
い
」「
地
域
で
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
」
所
有
者
か
ら
の
空
き
家
に
関
す
る
相

談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。「
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」、「
空
き

家
バ
ン
ク
の
詳
細
を
知
り
た
い
」な
ど
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■75歳以上人口の推移予測 ■伊賀市人口の推移予測

出典：国立社会保障・人口問題研究所

伊
賀
市
空
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対
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包
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<宿泊施設に改修中の栄楽館>

<客室のイメージ>

設
に
改
修
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
的
に

空
き
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
空
き
家
相
談
会

　「
空
き
家
を
持
っ
て
い
る
け
ど
、
将
来

ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
く
て
不

安
」、「
空
き
家
を
他
の
人
に
売
っ
た
り

貸
し
た
り
で
き
る
か
な
」、「
相
続
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
り
、
実
家
が
空
き
家
に
な
っ

た
ま
ま
。
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」な
ど
、
空
き
家
に
関
す
る

お
悩
み
を
各
分
野
の
専
門
家
に
無
料

で
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
と
　
き
】  

２
月
22
日（
土
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】  

ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階 

学
習
室
２

【
相
談
員
】  

宅
地
建
物
取
引
士
・
税
理

士
・
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

不
動
産
鑑
定
士
・
建
築
士
や
建
設
業

の
専
門
家
、
市
職
員

　
市
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、一
般
社
団
法
人
ノ
オ

ト
、
株
式
会
社
N
O
T
E
は
空
き
家
と
な

っ
た
古
民
家
等
の
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
、

地
域
活
性
化
及
び
観
光
振
興
を
推
進
す
る

た
め
の
業
務
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
に
向
け
た

業
務
連
携
に
関
す
る
協
定
書

伊賀流空き家バンク
ホームページ

通路や隣地へはみ出した立木
車や通行者の通行を妨害

破損した土台や柱
建物倒壊の危険

割れた窓や扉
不審者の侵入
治安の悪化

壊れた屋根や壁
建築部材の落下、飛散

放置されたごみ
悪臭の発生
不法投棄の誘発
放火の危険

空
き
家
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

空
き
家
を
放
っ
て
お
く
と…

空
き
家
問
題
の
解
決
の
た
め
に
！

空
き
家
問
題
解
決
に
向
け
た

官
民
連
携
の
取
り
組
み

空
き
家
を
持
っ
て
い
る
人
は

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
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他
の
人
に
売
っ
た
り

貸
し
た
り
で
き
る
か
な
」、「
相
続
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
り
、
実
家
が
空
き
家
に
な
っ

た
ま
ま
。
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」な
ど
、
空
き
家
に
関
す
る

お
悩
み
を
各
分
野
の
専
門
家
に
無
料

で
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
と
　
き
】  

２
月
22
日（
土
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】  

ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階 

学
習
室
２

【
相
談
員
】  

宅
地
建
物
取
引
士
・
税
理

士
・
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

不
動
産
鑑
定
士
・
建
築
士
や
建
設
業

の
専
門
家
、
市
職
員

　
市
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、一
般
社
団
法
人
ノ
オ

ト
、
株
式
会
社
N
O
T
E
は
空
き
家
と
な

っ
た
古
民
家
等
の
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
、

地
域
活
性
化
及
び
観
光
振
興
を
推
進
す
る

た
め
の
業
務
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
に
向
け
た

業
務
連
携
に
関
す
る
協
定
書

伊賀流空き家バンク
ホームページ

通路や隣地へはみ出した立木
車や通行者の通行を妨害

破損した土台や柱
建物倒壊の危険

割れた窓や扉
不審者の侵入
治安の悪化

壊れた屋根や壁
建築部材の落下、飛散

放置されたごみ
悪臭の発生

不法投棄の誘発
放火の危険

空
き
家
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

空
き
家
を
放
っ
て
お
く
と…

空
き
家
問
題
の
解
決
の
た
め
に
！

空
き
家
問
題
解
決
に
向
け
た

官
民
連
携
の
取
り
組
み

空
き
家
を
持
っ
て
い
る
人
は

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

14,000
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より安心な地域をつくるために
避難行動要支援者避難支援プランの策定

【問い合わせ】

　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　kikikanri@city.iga.lg.jp

避難行動要支援者

・登録申請書や
　同意書の提出

・名簿提供の申出
・安否確認結果、避難状況
　などの情報提供

・名簿の提供

・見守り
・安否確認
・避難支援

避難支援の流れ

住民自治協議会

自主防災組織

自治会

消防団

民生委員・児童委員

社会福祉協議会

警察

教育委員会

避難支援等関係者

伊賀市

　

近
年
、
日
本
各
地
で
大
規
模
な
災
害
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
自
助
の
意
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

高
齢
者
な
ど
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に
ひ
と
り
で
行

動
し
た
り
、
情
報
を
得
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
人

も
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
て
、
災
害
対

策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
市
で
も
災
害
で
の
犠
牲
者
を
減

ら
す
た
め
に
、
避
難
に
支
援
が
必
要
な
人
た
ち
を
支

援
す
る
体
制
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
、
避
難
支
援
の
た
め
の
プ
ラ
ン
（
避

難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
ま

し
た
。

避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン

　

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
避
難
に
支
援
が
必
要
な
人
の
名
簿

を
作
成
し
、
避
難
支
援
等
関
係
者
へ
提
供
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
防
災
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
災
害
時
に
役
立
て
る
た
め
の
名
簿
を
作
成

し
て
い
ま
し
た
が
、
以
前
の
プ
ラ
ン
で
作
成
し
た
名
簿
で

は
、
支
援
の
必
要
が
な
い
元
気
な
人
も
登
録
さ
れ
て
お
り
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
支
援
が
本
当
に
必
要
な
人
に
届
か
な

い
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、
避
難
の
際
、
特
に
支
援

が
必
要
な
人
の
み
を
名
簿
へ
登
録
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
名
簿
を
日
頃
か
ら
の
見
守
り
や
、
安
否
確
認
用
名

簿
の
作
成
な
ど
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
き
、
各
地
域
の
防

災
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

4広報いが市 2020 年（令和２年） ２月１日号



　

登
録
す
る
対
象
者
は
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満

た
す
人
で
す
。

①
要
介
護
認
定
３
〜
５
の
認
定
を
受
け
た
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
を
お
持
ち
の
人
（
心
臓

　

機
能
障
害
、
腎
臓
機
能
障
害
の
み
で
交
付
を
受
け

　

た
人
は
除
く
）

③
知
的
障
害
者
で
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
、
２
級
を
お
持
ち
の
人

⑤
こ
れ
ら
以
外
で
市
長
が
支
援
の
必
要
を
認
め
た
人

安
全
・
安
心
な
地
域
の
た
め
の
名
簿
活
用
術

　

情
報
提
供
先
で
あ
る
避
難
支
援
等
関
係
者
に
警
察
、

教
育
委
員
会
を
加
え
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
広
範
囲
に
情
報
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
登
録
は
そ
の
ま
ま
有
効
？

　

対
象
者
の
条
件
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
今

ま
で
の
登
録
は
無
効
と
な
り
、
登
録
申
請
書

や
同
意
書
の
提
出
が
再
度
必
要
で
す
。

　

な
お
、
登
録
の
開
始
は
６
月
以
降
の
予
定

で
す
。
登
録
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
広
報

い
が
市
な
ど
で
再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ＱA

ＱA

コ
コ
が
聞
き
た
い
！ 

Ｑ
＆
Ａ

個
人
情
報
は
保
護
さ
れ
る
の
？

　

申
請
書
で
提
供
さ
れ
た
個
人
情
報
は
避
難

支
援
の
目
的
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
支
援
等
関
係
者
は
名
簿
の
管

理
や
利
用
の
際
に
情
報
の
漏
え
い
な
ど
が
無

い
よ
う
に
厳
重
に
取
り
扱
い
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
対
象
者

コ
コ
が
変
わ
っ
た
！

情
報
の
提
供
先

コ
コ
が
変
わ
っ
た
！

　

自
主
防
災
組
織
な
ど
で
、
こ
の
名
簿
を
も
と
に
し
て
地

域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
活
用
で
き
ま
す
。

平
常
時

災
害
時

◦
日
頃
の
声
か
け
な
ど
の
見
守
り

◦
地
域
で
の
避
難
訓
練

◦
支
援
方
法
の
検
討　

な
ど

◦
避
難
行
動
要
支
援
者
の
安
否
確
認

◦
避
難
・
救
助
活
動
な
ど
の
支
援

※
平
常
時
に
提
供
す
る
名
簿
は
、
個
人
情
報
提
供
に
同
意

　

し
た
人
の
み
掲
載
さ
れ
ま
す
。

※
名
簿
は
避
難
支
援
等
関
係
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場

　

合
に
提
供
し
ま
す
。

※
災
害
時
に
活
用
す
る
名
簿
は
個
人
情
報
提
供
に
同
意
し

　

て
い
な
い
人
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
密
封
さ

　

れ
て
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
市
の

　

開
封
指
示
が
あ
っ
た
と
き
の
み
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

支
援
は
避
難
支
援
等
関
係
者
の
任
意
の
協
力
に
よ
る
も

の
で
す
が
、　

地
域
内
で
円
滑
な
支
援
を
行
う
た
め
に
、

同
意
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
の
防
災
体
制
を
整
え
る

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、
市
全
体
の
防
災
力
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
災
害
時
に
自

分
自
身
や
家
族
を
ど
う
や
っ

て
守
る
か
、
ま
た
、
自
分
が

住
む
地
域
が
ど
う
し
た
ら
よ

り
安
心
な
地
域
に
な
る
の
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

よ
り
安
心
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
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　今年で 12 回目を迎える「伊賀上野・城下町のおひ

なさん」は、次の３つのテーマで開催します。おひな

さんで華やかに彩られた城下町にぜひお越しください。

上野本町通り周辺の町家や商店などに

新旧さまざまなひな人形を飾ります。

国史跡旧崇広堂には、伝統的工芸品「伊賀焼」「伊賀

くみひも」で作られたおひなさんの作品、入交家住宅

には手づくりアートのひな人形を展示します。

　おひなさんを鑑賞しながらお茶を楽

しめる雛見茶会、飲食店・和菓子店で

のひな祭りをテーマにしたランチメニューやお菓子の

販売などがあります。

　毎年大好評の「こどもなりきりおひ

なさま」やおひなさんの製作体験に加

え、新企画も用意しています。また、着物でお越しの

人には対象施設への入場無料やお菓子の無料配布など

嬉しい特典があります。

【と　き】

　２月 22 日㈯～３月３日㈫

　午前 10 時～午後４時（会場によって異なる場合が

あります。）

【ところ】

　上野本町通り周辺

※詳しくは、本庁舎玄関・各支所振興課・観光案内所

にあるチラシまたは当日配布するマップをご覧くだ

さい。

【問い合わせ】

○伊賀上野・城下町のおひなさん実行委員会事務局（観

光戦略課内）※平日のみ

○（一社）伊賀上野観光協会

　☎ 26-7788　℻   22-7799

　※土・日曜日、祝日のみ

◆ お気に入りのおひなさんを見つけてみませんか

伊賀上野・城下町のおひなさん
【問い合わせ】観光戦略課　☎ 22-9670　℻   22-9695　 kankou@city.iga.lg.jp

観る

食べる

体験
する

　昨年 11 月に島ヶ原地域に地域おこし協力隊員が着

任しました。

◆活動内容

　島ヶ原地域まちづくり協議会と連携して、「島ヶ原

温泉やぶっちゃ」を拠点に、地域の農産物を使った商

品開発や販路拡大に取り組み、島ヶ原地域全体の活性

化をめざします。

◆ 新しく着任した隊員を紹介します

地域おこし協力隊がやってきた！
【問い合わせ】島ヶ原支所振興課　☎ 59-2053　℻   59-3196　 sshinkou@city.iga.lg.jp

伊賀市地域おこし協力隊フェイスブック

西村　英里奈さん（33歳）

兵庫県姫路市出身

　島ヶ原に来て約３カ月が経

ちました。トラクターに乗っ

て田を耕したり、鹿を解体し

たり、野菜の収穫を手伝って

います。またやぶっちゃ名物のよもぎ餅を丸める

体験をさせてもらったり、地域のイベントに参加

したり、地域の皆さんに可愛がってもらいながら

日々楽しく過ごしています。

　生産者の体験を通して、商品開発や販路拡大に

向け、地域の皆さんと一緒になって島ヶ原の活性

化につながる活動をチャレンジ精神で頑張ってい

きたいと思います。
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　「忍びの里」伊

賀・甲賀忍者協議

会では「戦国時代

を生き抜いた忍者

の過去と現在を探

る伊賀・甲賀のリ

アル忍者を訪ねる

旅」と題し、モニ

ターツアーの募集

を行いました。日本遺産の構成文化財を巡るバスツアー

で、新しく誕生したリアル忍者ガイドが案内します。

【と　き】　２月 22 日㈯

【ところ】

　伊賀市・甲賀市の日本遺産構成文化財

　忍者市月間中、上

野図書館が忍者図書

館に変身します。

　また、忍者をテー

マに特集コーナーを

設置したり、忍者の

しおりや紙手裏剣を

配布します。

【と　き】

　２月１日㈯～ 29 日㈯

　※休館日を除く。

【ところ】　上野図書館

【問い合わせ】　上野図書館　☎ 21-6868

春には伊賀上野 NINJA フェスタも開催します。

忍者市月間の各イベント、伊賀上野 NINJA フェスタにぜひお越しください。

◆ 忍者に関するさまざまなイベントを開催します

２月は「忍者市月間」
【問い合わせ】観光戦略課　☎ 22-9670　℻   22-9695　 kankou@city.iga.lg.jp

　市では伊賀流忍術発祥の地であることを認識し、忍者の歴史文

化や精神を継承するとともに、忍者を活かした観光誘客やまちづ

くりを行うことをめざし、平成 29 年 2 月 22 日に忍者市を宣言

しました。

　今年も忍者市のことを一層知っていただけるよう、2 月を「忍

者市月間」と銘打ち、さまざまな取り組みを行います。

　市内の小学校では、忍者市について理解を深めてもらうために、

市長自らが小学生に教える「市長出前授業」や給食で忍者にまつ

わる食べ物が提供されます。

　忍者と最先端技術を融合

させた新しい忍者体験の提

供や忍者フェスティバルな

ど外国人観光客の獲得で伊

賀市と連携している中部国

際空港は、2 月 17 日で開

港 15 周年を迎えます。これを記念して国内往復航

空券のプレゼントキャンペーンが行われます。

【応募期間】　３月 18 日㈬　午後６時まで

【応募方法】

　セントレア特設ページをご覧ください。

【問い合わせ】　セントレア開港 15 周年事務局
　 15shunen@cjiac.co.jp

中部国際空港 (サムライ×NINJA空港 ) 開港 15周年記念事業

日本遺産モニターツアー 忍者図書館

忍者が図書館に忍んでいる

ので見つけてみてね。ひっ

そり読書をしているかも。
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【募集人数】

○看護師 15 人程度

○介護福祉士 10 人程度

【応募資格】

○看護師：①昭和 36 年４月２日以降生まれで看護師

免許を持っている人または令和３年３月末までに取

得見込みの人

　②夜間勤務を伴う交代制勤務ができる人

○介護福祉士：①昭和 46 年４月２日以降生まれで介

護福祉士資格を持っている人または令和３年３月末

までに取得見込みの人

　②夜間勤務を伴う交代制勤務ができる人

【勤務場所】

　上野総合市民病院

【勤務条件など】

　勤務条件・給与は市の条例・

規則に定めるところによります。

※当該職種の前歴に応じた加算

措置や諸手当があります。

※託児所がありますので、子ど

もがいる人も安心して勤務で

きます。

【応募方法】

　病院総務課にある「令和 2 年度伊賀市職員選考採

用試験受験申込書」を病院総務課または人事課へ提出

してください。申込書は市ホームページからもダウン

ロードできます。

【選考方法】

　作文・面接

【試験日】

　３月６日、４月３日、５月１日、６月５日、７月３日、

８月７日、９月４日、10 月２日、11 月６日、12 月

４日、令和 3 年１月８日、２月５日

※時間などは応募した人に後日お知らせします。

【採用予定日】

　５月１日から令和３年４月１日までの各月１日

【応募期限】

　各試験日の 14 日前の午後 5 時 15 分まで（土・日

曜日、祝日と 12 月 29 日から 1 月 3 日までを除く。）

※郵送の場合は必着、簡易書留で送付してください。

【応募先・問い合わせ】

○〒 518-0823　伊賀市四十九町 831 番地

　上野総合市民病院病院総務課

○人事課　☎ 22-9605 　℻   22-9742

◆ 伊賀市の医療をともに支えていきませんか

看護師・介護福祉士正規職員を募集します
【問い合わせ】上野総合市民病院病院総務課　☎ 24-1111　℻   24-1565　 byouin-soumu@city.iga.lg.jp

　ごみ排出の減量、分別、再資源化、ごみ・し尿の不

法投棄の防止、環境美化などに関する施策の検討、協

議や地域への啓発を行う委員を募集します。

【募集人数】

　１人以内

【応募資格】

　次のすべてに該当する人

○市内在住で満 20 歳以上の人

○市議会議員・市職員でない人

【開催回数】

　年２～３回程度

※原則、平日の昼間２～３時間程度

【任　期】

　４月１日～令和４年３月 31 日（２年間）

【報　酬】　13,200 円／年

※市の規定に基づく。

【応募方法】

　応募動機を 800 字以内にまとめ、住所・氏名（ふ

りがな）・生年月日・性別・電話番号を記入し、下記

まで応募してください。

【選考方法】　作文審査

※選考結果は応募者全員に通知します。受理した提出

書類は返却しません。

【応募期限】

　３月 13 日㈮　午後５時　※必着

【応募先】

　〒 518-1155　伊賀市治田 3547 番地の 13

　さくらリサイクルセンター内　廃棄物対策課

◆ ごみの減量などを推進する地域のリーダーとして活動しませんか

ごみ減量・リサイクル等推進委員会委員募集
【問い合わせ】廃棄物対策課　☎ 20-1050　℻   20-2575　 haikibutsu@city.iga.lg.jp
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【募集人数】

○農業委員会委員：24 人

　うち１人は農業委員会の業務に利害関係のない人。

○農地利用最適化推進委員：56 人

※各担当地区など、詳しくは市ホームページをご覧く

ださい。

【応募資格】

　農業に関する知識を持ち、原則、市内在住の人

【任　期】

○農業委員会委員：７月 20 日～令和５年７月 19 日

○農地利用最適化推進委員：委嘱日～令和５年７月

19 日

【報　酬】

　条例に基づき支給します。

【応募方法】

　農業委員会事務局または各支所振興課、各地区市民

センターにある応募用紙に必要事項を記入し、押印の

上、下記まで提出してください。

【選考方法】

　書類審査

※地区の構成比率などを考慮して決定します。

【応募期間】

　２月 20 日㈭～３月 19 日㈭

※土・日曜日、祝日を除く。

【応募先】

○農業委員会事務局　

○各支所振興課

○各地区市民センター

◆ 農地などについて一緒に考えませんか

農業委員会委員・農地利用最適化推進委員の募集・推薦
【問い合わせ】農業委員会事務局　☎ 22-9720　℻   22-9715　 nougyou@city.iga.lg.jp

◆老後の生活費

　65 歳からの平均余命は、男性 19 年、女性 24 年

です。（厚生労働省　平成 30 年簡易生命表より）

○高齢農家世帯（世帯主が 65 歳以上の夫婦２人）の

生活費

　⇒月額約 24 万円（平成 28 年総務省家計調査）

○国民年金受給額（夫婦２人分）の場合

⇒月額約 13 万円（40 年加入の場合）

１カ月あたり約 11万円不足

◆農業者年金のメリット

○少子・高齢化時代に強い積立方式･ 確定拠出型の年金

○終身年金で 80 歳までの保証付き

○保険料は全額社会保険料控除の税制優遇措置

○手厚い政策支援、保険料に国庫補助が上乗せされます。

【加入要件】

①国民年金第 1 号被保険者

②年間 60 日以上農業に従事している人

③ 20 歳以上 60 歳未満の人

■農業者年金の年金額の試算額

  

※表の試算の運用利回りは農林水産省告示により定め

られている率で試算。運用利回りは、加入後の経済

変動などにより上下します。

◆ 現役を退いた後もあなたの人生は続きます

農業者年金をご利用ください
【問い合わせ】農業委員会事務局　☎ 22-9720　℻   22-9715　 nougyou@city.iga.lg.jp

加入年齢 納付期間 性別 試算額（年額）　　　　

※月額 2 万円の保険料

20 歳 40 年
男性 765,100 円
女性 645,300 円

30 歳 30 年
男性 507,700 円
女性 428,200 円

40 歳 20 年
男性 300,600 円
女性 253,500 円

50 歳 10 年
男性 134,000 円
女性 113,000 円

9 広報いが市 2020 年（令和２年） ２月１日号

お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し



◆ 医療や健康に関する情報をお伝えします

応急診療所だより
【問い合わせ】医療福祉政策課　☎ 22-9705　℻   22-9673　 iryoufukushi@city.iga.lg.jp

◆フレイル予防でいつまでも元気に

　フレイルとは、加齢により心身の機能が低下し、健

康な状態から要介護状態へと移行する中間の段階のこ

とをいいます。いったん要介護状態になってしまう

と、健康な状態に戻ることが難しくなりますが、フレ

イルの段階であれば健康な状態を取り戻すことができ

ます。健康寿命をのばすために、フレイルの予防・改

善に取り組みましょう。

◆フレイルを予防・改善するために

○栄養と口腔の健康

• 1 日３食バランスよく食べ、低栄養を防ぎましょう。

•肉・魚・卵・大豆などのたんぱく質を毎日とりましょう。

•定期的に歯科検診を受けて、しっかりと噛める状態

を維持しましょう。

　口腔機能の衰え ( 食べこぼし、むせ、滑舌の低下な

ど ) の兆候がみられたら、口腔のフレイルです。

○運動（身体活動）

　誰でも加齢とともに体力の衰えを感じますが、日頃

から体を動かす習慣が身についていると、筋力や体の

バランスを保つことができ、要介護の原因となる転倒

を防止することができます。

　無理しないことが継続できるポイントです。

○社会参加

　外出の機会が減り、家に閉じこもるようになること

がフレイルの入り口です。

　外に出かけることで、からだを動かし、人と交流す

る機会を増やしましょう。

応急診療所　皆さんの命と健康を守るために、
休日・夜間に急な病気やけがをしたときに応急医

療が受けられる診療所を開設しています。

【診療科目】　内科・小児科

【診療時間】　※受付は診療終了時間の 30 分前まで

月～土曜日 日曜日・祝日

午前９時～正午 ̶ ○

午後２時～５時 ̶ ○

午後８時～ 11 時 ○ ○

【所在地】　上野桑町 1615 番地　☎ 22-9990

健康
フレイル
（虚弱）

要介護状態

加齢

健康寿命

【
問
い
合
わ
せ
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◆ 予約をする際はご注意ください

生涯学習施設の使用料を改定します
【問い合わせ】生涯学習課　☎ 22-9679　℻   22-9692　 gakushuu@city.iga.lg.jp

◆ 枯れ草は小さな火でも簡単に燃え広がります

枯れ草火災を防止しましょう
【問い合わせ】消防本部予防課　☎ 24-9105　℻   24-9111　 yobou@city.iga.lg.jp

　昨年 10 月の消費税率引き上げに伴い、４月１日受

付分から次の施設の使用料を改定します。また、一部

の公民館については、貸室の追加や貸室区分を変更し

ます。

○ハイトピア伊賀　４階・５階（生涯学習センター）

○ハイトピア伊賀　多目的広場

○いがまち・阿山・大山田・青山公民館

○初瀬街道交流の館たわらや

　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、お問

い合わせください。

【問い合わせ】

○ハイトピア伊賀４階について

　健康推進課　☎ 22-9653　℻   22-9666

○ハイトピア伊賀５階について

　上野公民館　☎ 22-9637　℻   22-9692

○ハイトピア伊賀多目的広場について

　中心市街地推進課　☎ 22-9825　℻   22-9628

○いがまち公民館　☎ 45-9122　℻   45-9160

○阿山公民館　☎ 43-0154　℻   43-9019

○大山田公民館　☎ 46-0130　℻   46-0131

○青山公民館　☎ 52-1110　℻   52-1211

○初瀬街道交流の館たわらや

　☎ 52-1110　℻   52-1211

　市内で野焼きなどが原因の枯れ草火災が、昨年 24

件発生しました。

　野外での焼却行為は「廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律」で、原則禁止されています。例外的に農業上

必要なもの、風俗習慣上または宗教行事に関わるもの

など一部の焼却が認められていますが、火災とまぎら

わしい煙などが出ることが想定されるときは、あらか

じめ、消防署に届け出が必要です。

　また、焼却行為には火災の危険が伴いますので、次

の事項に十分注意して行ってください。

○監視人を必ず置きましょう。

○消火に必要な器具などを必ず準備しましょう。

○風の強い日や空気の乾燥している時の火入れはやめ

ましょう。

○火入れをするときは、延焼しないよう周囲の可燃物

を除去しましょう。

○火から離れるときは、完全に消火しましょう。

○日の出から日没までに行いましょう。

○火災に備えて消防への連絡体制を確保しておきま

しょう。

◆柘植公民館・柘植歴史民俗資料館は閉館します

　３月 31 日㈫をもちまして閉館します。長らく

のご利用ありがとうございました。

【問い合わせ】

○柘植公民館について

　いがまち公民館　☎ 45-9122　℻   45-9160

○柘植歴史民俗資料館について

　文化財課　☎ 22-9678　℻   22-9667
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　「全国瞬時警報システム（Ｊアラー
ト）」の訓練のため、市内一斉に試
験放送をします。
【と　き】

　２月 19 日㈬　午前 11 時
【放送内容】

　チャイムのあと
に次の音声が流れ
ます。
　「これはJアラー
トのテストです。」
×３
　「こちらは広報伊賀です。」
【問い合わせ】

　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻   24-0444

　システム改修作業のため、次の期
間は、コンビニエンスストアの店内
にあるマルチコピー機で住民票の写
しなどが取得できるサービスを休止
します。
【休止期間】

　２月６日㈭　終日
【問い合わせ】

　戸籍住民課
　☎ 22-9645　℻   22-9643

　市では、現在 77 人のスポーツ推
進委員の皆さんがそれぞれの地域で
スポーツの推進に貢献されていま
す。今年度、その功績がたたえられ、
次の人が全国また
は三重県で表彰を
受けられました。
【文部科学大臣表彰】

○竹内　文子さん
　（上野万町）

【三重県スポーツ推進委員功労者表彰】

○山本　いずみさん（丸柱）
○秋山　稔美さん（炊村）
○長谷　伊久男さん（小田町）
○陳　文峰さん（緑ケ丘南町）
○松島　俊策さん（緑ケ丘西町）
【問い合わせ】　スポーツ振興課
　☎ 22-9635　℻   22-9694 今月の納税

●納期限　3 月 2 日 （月）

納期限内に納めましょう

固定資産税（４期）

国民健康保険税（８期）

※納税は便利な口座振替で

【問い合わせ】

　収税課　☎ 22-9612

伊賀市の人口・世帯数

（令和元年12月31日現在）
 人口　91,226 人
　　　　（男）44,836 人
　　　　（女）46,390 人
 世帯数　40,656 世帯

【問い合わせ】

　国体推進課
　☎ 43-9100　℻   43-9102

開催まであと　　　　　日602
ボランティア募集中！

スポーツ推進委員功労者
お知
らせ 防災行政無線の試験放送

お知
らせ

コンビニ交付サービスの休止
お知
らせ

「広報いが市」の点字版・録

音版を発行しています

　希望される場合はお問い合わ
せください。　

【問い合わせ】　障がい福祉課　

　☎ 22-9657　℻   22-9662

　　 shougai@city.iga.lg.jp

◆ 名誉市民の選考についてご意見をいただける人を募集します

名誉市民選考・表彰審査委員会委員募集
【問い合わせ】秘書課　☎ 22-9600　℻   24-7900　 hisho@city.iga.lg.jp

　市では、自治振興を促進するため、11 月１日の市

制施行記念日に市政功労者、善行者を表彰します。ま

た、市の発展に多大な貢献をされ功績がひときわ優れ

た人に名誉市民の称号を贈ることとしています。これ

らの選考についてご意見をいただく委員を募集します。

【募集人数】

　１人

【応募資格】

　次のすべてに当てはまる人

○市内在住で満 20 歳以上の人

○市議会議員・市職員でない人 

【開催回数】

　年１回

※原則、平日の昼間２時間程度

【任　期】

　４月１日～令和４年３月 31 日

【報　酬】

　6,000 円／日

※市の規定に基づく。

【応募方法】

　応募動機（600 字以内・様式自由）・住所・氏名（ふ

りがな）・生年月日・性別・電話番号を記入の上、下

記まで提出してください。

【選考方法】

　作文審査・面接

【応募期限】

　２月 28 日㈮　午後５時　※必着

【応募先】

　秘書課
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　広報いが市１月合併号８ページに
掲載した申告会場までの無料送迎バ
スの運行日を追加します。
【発着場所・運行日】

○島ヶ原支所・長田・小田地区市民
センター：３月６日㈮

○きじが台・古山・猪田地区市民セ
ンター：３月 11 日㈬

○花垣・花之木・久米地区市民セン
ター：３月５日㈭

※送迎バスの時刻表は各支所住民福
祉課・各地区市民センターに設置
します。

【問い合わせ】

　課税課
　☎ 22-9613　℻   22-9618

　
　阿山行政サービス巡回車は、サー
ビスと利便性の向上を図るため、各
路線の一部区間で、停留所以外でも
自由に乗降できる「フリー乗降区間」
を設けます。
　詳しくはお問い合わせいただく
か、市ホームページをご覧ください。

【問い合わせ】

　阿山支所振興課
　☎ 43-1543　℻   43-1679

　「危険物の規制に関する規則」が
改正され、２月１日からガソリンの
詰め替え購入時に身分証の確認、使
用目的の問いかけ、販売記録の作成
が義務化されました。趣旨をご理解
いただき、ご協力をお願いします。
※給油カードなどを作成している購

入者は、上記を省略することもで
きます。詳しくは、各販売店にお
問い合わせください。

【問い合わせ】

　消防本部予防課
　☎ 24-9103　℻   24-9111

　伊賀市プレミアム付商品券は有効
期限を過ぎると使用できません。
※商品券は、商品券取扱店のポス

ターが貼ってある店で使用できま
す。詳しくはお問い合わせいただ
くか、市ホームページをご覧くだ
さい。

【有効期限】

　２月 29 日㈯
【問い合わせ】

○伊賀市プレミアム付商品券事業実
　行委員会（上野商工会議所内）
　☎ 21-0527　℻   24-3857
○商工労働課
　☎ 22-9669　℻   22-9695

　不動産無料相談所と不動産弁護士
無料相談を随時開催しますので、宅
地建物取引のことでお悩みの人はご
相談ください。どちらも事前予約が
必要です。詳しくはお問い合わせく
ださい。
【予約先・問い合わせ】

　三重県宅地建物取引業協会伊賀支部
　☎ 63-6716　℻   64-2142
【担当課】

　市民生活課

税の申告無料送迎バスの追加
お知
らせ 伊賀市プレミアム付商品券を

購入された皆さんへ

お知
らせ

不動産無料相談所・
不動産弁護士無料相談会

お知
らせ

ガソリンスタンドでの
ガソリンの詰め替え購入

お知
らせ

阿山行政サービス巡回車
フリー乗降をはじめます

お知
らせ ◆所得により保険税額を減額します

　市では、国民健康保険税額を算定
する際に、法令により定められた所
得基準を下回る世帯は、均等割額と
平等割額の７割、５割または２割を
減額します。
◆減額には市・県民税の申告が必要

です

　減額に該当するかどうかは、世帯
主とその世帯の被保険者全員の総所
得金額などの合算額により判定しま
す。収入状況が不明な人がいる世帯
は減額できません。
　前年に収入が全くない人や、障害
年金・遺族年金などの非課税所得の
みの人で、市内在住の誰にも扶養さ
れていなかった人は、国民健康保険
税の賦課資料にもなるため、必ず市・
県民税の申告をしてください。
【申告期間】

　２月 17 日㈪～３月 16 日㈪
※市・県民税の申告について詳しく

は、広報いが市１月合併号をご覧
ください。

【問い合わせ】

　保険年金課
　☎ 22-9659　℻   26-0151

国民健康保険加入者は
市・県民税の申告が必要です

お知
らせ

　広報いが市・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご提案
をお聞かせください。
【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

ご意見をお聞かせください

インターネット
公売

　公売の対象は市税の滞納処分と
して差し押さえた財産です。
※せり売り・入札方式
◆市ホームページ掲載開始日時

　２月 12 日㈬　午後４時
◆参加申込期限

　２月 26 日㈬　午後 11 時
※諸事情により中止になる場合が

あります。詳しくは、市ホーム
ページをご確認ください。

【問い合わせ】　収税課
　☎ 22-9612　℻   22-9618

フリー乗車

　　

※携帯電話のバーコードリー
　ダー機能で読み込んでア
　クセスできます。

　広報いが市ＰＤＦ版を市ホーム
ページでご覧いただけます。
　http://www.city.iga.lg.jp/

広報いが市PDF版

【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

　　
お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要、料金の記載がないものは無料です。

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

◆寺田市民館「じんけん」パネル展

　身元調査と部落差別

【と　き】　２月３日㈪～ 27 日㈭
　午前９時～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。
　２月４日㈫・18 日㈫は午後７時
30 分まで延長します。
【ところ】

　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻   23-8728

◆いがまち人権パネル展
　2019 年度いがまち人権センター
活動紹介

【と　き】

　２月 12 日㈬～３月 31 日㈫
　午前９時～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。
　２月 20 日㈭、３月５日㈭、３月
19 日㈭は午後７時 30 分まで延長
します。
【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】

　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻   45-9130

　子どもから高齢者まで幅広い年代
の地域活動の成果を発表します。
◆展覧会

【と　き】　２月 15 日㈯・16 日㈰
　午前９時～午後５時
【ところ】

　大山田 B&G 海洋センター
【内　容】

　絵画・書・手工芸・生け花など
◆芸能大会

【と　き】　２月 16 日㈰
　午後１時 30 分～（開場：午後１時）
【ところ】

　大山田農村環境改善センター
【内　容】

　日舞・大正琴・管楽器など
【問い合わせ】　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻   46-0131

人権パネル展催し

第 35 回大山田芸術文化祭催し

　令和元年９月～ 12 月に伊賀市国
民健康保険で診療を受けた人に、「国
民健康保険医療費のお知らせ」を３
月上旬に送付します。このお知らせ
は、医療費控除の申告手続きで、「医
療費控除の明細書」として使用でき
ます。再交付できませんので、なく
さないように注意してください。
　なお、このお知らせに記載されて
いないものがある場合は、医療機関
で発行された領収書に基づいて、「医
療費控除の明細書」を作成し、その
明細書を申告書に添付する必要があ
ります。領収書は確定申告期限から
５年間保存してください。
　また、高額療養費などで補

ほ

填
てん

され
た場合は、その金額を自己負担額か
ら差し引いてください。
【問い合わせ】

　保険年金課
　☎ 22-9659　℻   26-0151

　部落差別をはじめとするあらゆる
差別の撤廃に向けた講座です。
【と　き】

　２月 28 日㈮
　午後７時 30 分～９時
【ところ】

　いがまち人権センター
【内　容】

○演題：地域における隣保館のあり
　方と人権のまちづくり（仮題）
○講師：（公財）住吉隣保事業推進協会
　常務理事　友永　健吾さん
【問い合わせ】

　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻   45-9130

医療費のお知らせ
お知
らせ

　定住自立圏とは、同じ生活圏域の
市町村が連携して、住民の定住につ
なげる取り組みです。市では京都府
笠置町・南山城村・奈良県山添村の
４市町村で「伊賀・山城南・東大和
定住自立圏」を形成しています。
　今後、さらに進む人口減少や少
子高齢化に対応し、魅力ある圏域を
つくるためにシンポジウムを開催し
ます。
【と　き】

　２月 23 日（日・祝）
　午後１時 30 分～４時
【ところ】

　山添村ふれあいホール
（奈良県山辺郡山添村大字大西
1367 番地）

【内　容】

○第１部　講演
　演題：「定住自立圏構想について」
　講師：総務省地域力創造グループ
　地域自立応援課長　角田　秀夫さん
○第２部　パネルディスカッション
　「魅力ある圏域を創るために」
　コーディネーター：伊賀・山城南・
　東大和定住自立圏共生ビジョン懇
　談会　会長　久　隆浩さん
　パネリスト：伊賀市長・笠置町長・
　南山城村長・山添村長
【問い合わせ】

　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672

【と　き】

○２月 29 日㈯
　午前１０時～午後５時
○３月１日㈰
　午前９時 30 分～午後４時
【ところ】　ハイトピア伊賀　
　５階多目的大研修室、学習室１・
２、ギャラリー
【内　容】

○展示部門：絵画・書・伊勢型紙・
　切手・盆栽・生け花・陶芸・絵手
　紙など
○舞台部門：詩吟・民謡・マジック・
　演劇・大正琴・ダンス・合唱・
　尺八・オカリナなど
【問い合わせ】

　上野公民館
　☎ 22-9637
　℻   22-9692

サークルまつり催し

定住自立圏シンポジウム催し

いがまち人権センター
第４回解放講座

催し

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp
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【と　き】
　３月７日㈯　午前 10 時～正午

【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室

【内　容】
　妊婦体験（家族対象）・沐浴体験・
情報交換会・妊婦相談・育児相談
など

【対象者】
　妊婦とその家族（夫・母など）

【持ち物】　母子健康手帳
【定　員】　15 組　※先着順
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号・出産予定
日・同伴者の有無を下記までお伝え
ください。

【申込受付開始日】
　２月７日㈮

【申込先・問い合わせ】
　上野丸之内 500 番地
　ハイトピア伊賀　４階
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666

【と　き】
　２月 18 日㈫
　午後１時 30 分～３時 30 分

【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室

【内　容】
　離乳食後期（３回食）の話・離乳
食の調理と試食

【定　員】
　20 人　※先着順

【持ち物】
　母子健康
手帳・筆記
用具・エプ
ロン・三角
巾・手拭き
タオル・託
児に必要なおもちゃ・オムツなど

【申込方法】
　住所・参加する保護者と子どもの
氏名・生年月日・電話番号・託児希
望の有無を下記までお伝えください。

【申込受付開始日】
　２月７日㈮

【申込先・問い合わせ】
　上野丸之内 500 番地
　ハイトピア伊賀　４階
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666

ウェルカムベビー教室募集

離乳食教室募集

【と　き】

○第８回：２月 18 日㈫
○第９回：３月 10 日㈫
※ともに午後１時 30 分～３時
【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室
【内　容】

○第８回
　演題：だれもが安心してくらせる
　まちづくりのために～身近なくら
　しの中から～
　講師：（公社）三重県人権教育研究協
　議会　事務局長　堀川　克法さん
○第９回
　演題：万葉集を読む
　講師：京都大学大学院人間・環境
　学研究科　准教授　佐野　宏さん
【対象者】

　20 歳以上の人
【問い合わせ】

　上野公民館
　☎ 22-9637　℻   22-9692

【と　き】

　２月 15 日㈯
　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
　（開場：午前 10 時 15 分）
【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室
【内　容】

　人形劇団むすび座公演
○紙であそぼう　かみカミどり～む
○あかちゃんゴリラのゴリゴリ
【対象者】

　おもに未就学児～小学校低学年の
子どもとその保護者
【持ち物】

　ブルーシートに座ります。座布団、
クッションが必要な人は持参してく
ださい。
【定　員】

　200 人　※当日先着順
【駐車場】

　市営上野公園第３駐車場
【問い合わせ】

　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻   22-9692

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※携帯電話のバーコード
　リーダー機能で読み込
　んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
　 http://www.anshin-bousai.net/iga/

「あんしん・防災ねっと」

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　２月 25 日㈫
　午後１時 30 分～４時
【ところ】

　本庁舎　２階会議室 202
【料　金】　200 円
（認知症の人は無料。会員は 100 円）
※認知症の人が参加する場合は、事

前に連絡してください。
【問い合わせ】

　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

　差別のない明るい市民社会の実現
をめざす講座です。 
【と　き】

　２月 12 日㈬
　午後７時 30 分～９時 
　（受付：午後７時～） 
【ところ】

　ハイトピア伊賀 
　５階多目的大研修室 
【内　容】　
○演題：「母娘で問うた部落差別」　
　～いま、ここ～ 
○講師：人権テイクルート代表
　坂田　かおりさん
【問い合わせ】

○上野同和教育研究協議会事務局 
　☎／℻   26-7677
○生涯学習課
　☎ 22-9679　℻   22-9692

青少年健全育成推進大会催し

悠々セミナー催し 認知症の人と家族の会
「伊賀地域つどい・交流会」

催し

上野同和教育研究協議会
第３回連続講座

催し
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要、料金の記載がないものは無料です。

【募集人数】
　若干名

【応募資格】
○看護師
　看護師免許

を取得する
ため、看護
専門学校または看護系大学に入
学・在学する人で、卒業後に病院
で看護師として勤務する人

○介護福祉士
　介護福祉士資格を取得するため、

介護福祉士養成施設に入学・在学
する人で、卒業後に病院で介護福
祉士として勤務する人

【貸与額】
○看護師：月額５万円または８万円
○介護福祉士：月額５万円

【返還の免除】
　卒業後、速やかに看護師免許また
は介護福祉士資格を取得し、次の期
間上野総合市民病院で勤務した場合
は、修学資金の返還を免除します。
○５万円の場合：貸与を受けた期間

に相当する期間
○８万円の場合：貸与を受けた期間

の 1.5 倍に相当する期間
【必要書類】
　次の書類を病院総務課へ郵送また
は持参してください。また、申請書
は当院ホームページからダウンロー
ドできます。
○修学資金貸与申請書
○合格通知書または在学証明書
○履歴書（写真添付）

【選考方法】
　書類審査・作文・面接

【応募先・問い合わせ】
　〒 518-0823
　伊賀市四十九町 831 番地
　上野総合市民病院 病院総務課
　☎ 24-1111　℻   24-1565

看護師・介護福祉士修学資金募集

　ユネスコ無形文化遺産に登録され
ている「上野天神祭のダンジリ行事」
で奏でられるお囃子の体験会を行い
ます。大人も参加できます。
【と　き】

　２月 23 日㈰
　午後１時 30 分～ 3 時
【ところ】

　中町集議所（上野中町 3007 番地）
【対象者】
　親子 15 組（小学生とその保護
者）、中学生以上５人

【申込方法】
　氏名・電話番号を上野公
民館までお伝えください。
市ホームページからも申し
込みができます。
【申込期限】

　２月 19 日㈬
【申込先】
　上野公民館
　☎ 22-9637　℻   22-9692

【問い合わせ】
　文化財課
　☎ 22-9678　℻   22-9667

　高齢者の雇用・就業機会を支援す
るため、樹木に関する基礎知識や道
具の取り扱い方法などの講習会を開
催します。
【と　き】　２月 29 日㈯
　午前９時～午後４時
※雨天の場合 ３月７日㈯
【ところ】

受付・講義：
　伊賀市シルバーワークプラザ
　2 階（西明寺 2782 番地の 92）
実習場所：県立伊賀白鳳高等学校
　（緑ケ丘西町 2270 番地の 1）

【対象者】
　市内在住で 55 歳以上の人

【定　員】
　20 人　※先着順

【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記までお伝えください。

【申込期間】
　２月７日㈮～ 17 日㈪
【申込先・問い合わせ】

　（公社）伊賀市シルバー人材センター
　☎ 24-5800　℻   23-2040
【担当課】

　商工労働課

お囃
はや

子
し

演奏体験会募集

剪
せん

定
てい

講習会募集

【と　き】

　３月 26 日㈭
　午前の部：午前９時 30 分～
　午後の部：午後１時 30 分～
【ところ】

　ゆめテクノ伊賀
　３階テクノホール

【内　容】
○ファイバーツリーを作ろう！
　講師：三重大学産学官連携アドバ
　イザー　加藤　進さん
○大好きなゼリーの秘密を探ろう！
　講師：三重大学名誉教授
　荒木　利芳さん

【対象者】　小学校３～６年生
【定　員】　各部 30 人
【申込方法】
　チラシ記載の応募用紙に必要事項
を記入の上、郵便はがきに貼付して
郵送してください。
　詳しくはお問い合わせい
ただくか、伊賀市文化都市
協会ホームページをご覧く
ださい。
【申込期限】

　２月 28 日㈮　※消印有効
※応募者多数の場合は、３月６日㈮

午前 10 時から、ゆめテクノ伊賀
で公開抽選会を行います。

【申込先・問い合わせ】

　〒 518-0131
　ゆめが丘一丁目３番地の３
　ゆめテクノ伊賀
　☎ 41-1061

【問い合わせ】
　商工労働課
　☎ 22-9669　℻   22-9695

【と　き】

　２月 19 日㈬　午後１時～４時
【ところ】　本庁舎　２階相談室３
※２月の相談から相談会場が変わり

ます。
【定　員】　６人　※先着順
【申込方法】　電話
【申込期限】

　２月 18 日㈫　午後５時
※次回の開催は４月 15 日㈬です。
【申込先・問い合わせ】

　日本司法支援センター
　三重地方事務所（法テラス）
　☎ 050-3383-5470
【担当課】　市民生活課

法テラス無料法律相談会募集

ゆめテクノ伊賀 こども大学募集

【掲載料】

　１枠：１カ月 15,000 円
【申込期限】

　掲載希望日の 2 カ月前
【問い合わせ】

　広聴情報課
　☎ 22-9636

２次元コード　

▲

市ホームページ

バナー広告募集中
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市ホームページアドレス　https://www.city.iga.lg.jp/

　市の施設に自動販売機を設置する
事業者の一般競争入札を行います。
【対象施設】（18 物件）
○市役所本庁舎（２カ所）
○ハイトピア伊賀
○ゆめぽりすセンター
○青山保健センター
○青山福祉センター
○阿山ふるさとの森公園（２カ所）
○桐ケ丘市民センター
○上下水道部事務所（３カ所）
○南消防署、丸山分署
○上野総合市民病院（４カ所）
【設置期間】

　４月１日から１年間（最長５年）
【入札日】　３月４日㈬
　詳しくは、お問い合わせいただく
か、市ホームページをご覧ください。
【問い合わせ】

　管財課
　☎ 22-9610　℻   24-2440

【と　き】　３月 20 日（金・祝）
　午前９時 30 分～

【ところ】　古民家の宿ふとみ
　（高尾 1752 番地）

【内　容】
青山公民館地域学習講座
　あおやまキャラバン先生と一緒に
里山の古民家で餅つきをしてみんな
でおいしく食べましょう。
○千本杵での餅つき
○昔遊び：竹馬、竹こっぽりなど
【料　金】　500 円
【定　員】　30 人　※先着順
【申込方法】

　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記までお伝えください。
【申込期限】

　３月 10 日㈫　午後５時
【申込先・問い合わせ】

　青山公民館
　☎ 52-1110　℻   52-1211

　携帯電話やスマートフォンなどか
らリサイクルした金を使って三重と
こわか大会の金メダルを作ります。
　皆さんのご協力をお願いします。
【回収方法】

　いらなくなった携帯電話やスマー
トフォンを回収ボックスに入れてく
ださい。
【回収ボックス設置場所】

○本庁舎
○上野支所を除く各支所
○各地区市民センター（山田地区・

河合地区・青山支所管内の各地区
市民センターを除く。）

※期間は 11 月末までですが、必要
量が集まり次第終了する場合があ
ります。

【問い合わせ】

　さくらリサイクルセンター
　☎ 20-9272　℻   20-2575

　この春、中学校・高等学校を卒業
する、あるいは使わなくなった制服
などがご家庭にある皆さん、使わな
くなった服を譲ってください。市内
在住の外国にルーツを持つ学生たち
が再利用させていただきます。
【対象品】

　市内の中学校・伊賀地区の高等学
校の制服・体操服
【受付期間】

　２月９日㈰～３月 22 日㈰
　午前９時～午後５時
※ただし土曜日、祝日、第１・３日

曜日は閉館しています。
【譲渡方法】

　クリーニングした制服・体操服を
多文化共生センターまで持参してく
ださい。制服などを譲ってほしい人
は、下記までお問い合わせください。
【問い合わせ】

○多文化共生センター
　☎ 22-9629　℻   22-9631
○市民生活課
　☎ 22-9702　℻   22-9641

自動販売機設置事業者募集 三重とこわか大会の
金メダルをつくろう

募集

制服「ください」「あげます」募集

高尾の古民家で餅つき体験募集

【と　き】　３月 26 日㈭
　午前 10 時～正午
【ところ】

　大山田農村環境改善センター　大
会議室、旧大山田せせらぎ運動公園

【内　容】　社会のさまざまな現場で
活躍しているドローンの話を聞いて
学習します。
○講師：近畿大学工業高等専門学校
　総合システム工学科都市環境コース
　准教授　中平　恭之さん

【対象者】　市内の小学校４年生以上
とその保護者

【定　員】　15 組
※申込者多数の場合は抽選し、結果

を申込者全員に郵送またはメール
で通知します。

【申込方法】
　電話・市ホームページか
ら申し込んでください。
【申込期限】

　３月２日㈪　午後５時まで
【申込先・問い合わせ】

　上野公民館
　☎ 22-9637　℻   22-9692

　市では、消防団員・支援団員・女
性消防団員を募集しています。
【入団資格】

　市内在住で 18 歳以上の人
【活動内容】

　特別職の地方公務員として次のよ
うな活動をしていただきます。
○火災発生時の消火活動
○地震・風水害などの大規模災害で

の救出・救助活動
○災害危険箇所の警戒巡視
○防火・防災啓発活動　など
※詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】

　消防本部消防救急課
　☎ 24-9115　℻   24-9111

伊賀市消防団員募集

サイエンススクール募集
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まちかど通信

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　伊賀の国大山田温泉さるびのをスタート、

ゴールとして、第 44 回おおやまだ元日マラ

ソンが行われました。

　542 人の参加者は、５km と 3.5km のマ

ラソンコース、２km のウォーキングコース

に分かれて、それぞれのペースで元日の朝日

の中を気持ちよく走り抜けました。

第 44 回おおやまだ元日マラソン（１月１日）

元日の朝日を浴びて

　ハイトピア伊賀で毎年恒例の干支の

春展を開催しました。

　会場には今年の干支のねずみが描か

れた絵馬が並びました。

　そのほか、小学生以下の子どもの作

品や、さまざまなサークルの干支にち

なんだ作品も展示され、訪れた人は新

しい年の始まりを感じていました。

子の春展（１月５日～８日）

新しい年の始まり
▲

さわやかな風を受け

ながらコースを走り

ました。

▲ スタートの合図で元気

よく走り出す参加者。

　上野運動公園競技場で第 15 回伊賀市スポーツ少年

団ミニ駅伝大会が開催されました。

　小学生男子高学年の部は５区間 7.2km のコース

を、小学生男子低学年の部と小学生女子の部は５区間

4.85km 走りました。

　沿道からはチームのコーチや家族など、多くの観客

から声援が送られ、子どもたちは一生懸命走ってタス

キをつなぎ、次々にゴールしました。

第15回伊賀市スポーツ少年団ミニ駅伝大会（１月12日）

力いっぱい走りました

▲会場には個性豊

かな絵馬が展示

されました。

▲

正月らしい作品が数多く並び

ました。

▲

全力で走る子ども

たち。

▲精いっぱい走りきりま

した。
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【
問
い
合
わ
せ
】　

小
・
中
学
生
の
た
め
の
コ
ラ
ム
で
す

こども広場
「俳
はい

句
く

をユネスコへ」

本紙 21 ページの
「俳

は い

句
く

をユネスコへ」について、
わかりやすく解

か い せ つ

説します。

　新成人の門出を祝い、今年も市内９カ

所に中学校区ごとの会場を設け、成人式

を行いました。緑ケ丘中学校区会場では、

岡本市長の挨拶などの後、新成人の中学

校時代の様子を映したスライドショーや

近況インタビューなどが行われました。

また、中学校時代の恩師からお祝いの

メッセージが送られ、新成人から恩師に

これまでの感謝の気持ちを込めて花束が

贈られました。

令和２年成人式（１月 12 日）

友と笑顔で 20 歳の門出

▲

会場前で写真

を撮る新成人

▲ 岡本市長が新成人を祝福

しました。
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カ
ラダのこと

おしえて！

昨日よりも
健康に。

カラダの話

アルツハイマー型認知症

誰もが居心地よく暮らすために

　最近、ニュースなどでも認知症に関する情報をよ

く聞きます。2025 年に認知症を患う人は 700 万

人を超えるとの推計値が厚生労働省より発表されて

います。65 歳以上の高齢者のうち５人に１人が認

知症を患うとすれば、もはや特別な存在ではありま

せん。認知症の人も家族も地域住民も居心地のよい

環境で自分らしく最期まで暮らせる社会の実現が求

められています。

よくみられる症状

　アルツハイマー型認知症は認知症の原因となる疾

患のなかで最も多く、認知症全体の 67.6％を占め

ています。よくある症状としては、「体験したこと

自体を忘れてしまう」というもの忘れが起きます。

古い記憶は比較的保たれますが、名前などの固有名

詞は最初に思い出せなくなってきます。このような

症状へは、記憶を補うために覚えておいてほしいこ

とを繰り返し会話に盛り込んだり、

文字がわかる人にはメモを残したり

掲示する方法があります。また、病気が進行するに

従い、時間、場所、人物の順番でわからなくなって

いきます。この場合は、会話に日付や場所などを盛

り込んで意識してもらったり、カレンダーや時計を

活用することができます。さらに、料理の味付けが

急に変わったり、鍋を焦がすなどの失敗をすること

が多くなります。この場合は、行動を促せばできる

ことも多いので、声かけをする方法もあります。

相手に合わせた支援

　認知症のケアは、認知症の人が、一生懸命に努力

している姿をありのままに理解することが重要で

す。認知症の人の声に耳を傾け、人生の物語を知り、

その人らしく生きていくための支援をしていくこと

を大切にしましょう。

（上野総合市民病院　認知症看護認定看護師　岩倉英理子）

　全国各地を巡る東京 2020 オ

リンピック聖火リレー。三重県で

は、伊賀市を含む 12 市町がルー

トに選ばれました。

　伊賀市では、４月９日㈭、約 5.1

㎞の区間を 25 人の聖火ランナー

が走ります。コースは、伊賀上野城からスタートし、

俳聖殿、白鳳門、だんじり会館、銀座通りを経由し、

伊賀市役所がゴールとなります。

　また、その日最初のランナーの出発時には聖火の

出発式を上野公園本丸広場で行います。

　聖火リレーの通過時間や出発式については、今後、

市ホームページなどでお知らせします。

　あなたの前を聖火ランナーが通過します。

　ぜひ、沿道から聖火ランナーを応援して、みんな

で一緒にオリンピックを盛り上げ

ましょう。

【問い合わせ】

　国体推進課

　☎ 43-9100　℻   43-9102

　 kokutai@city.iga.lg.jp

東京 2020 オリンピック聖火が、伊賀市に参上！

名阪国道

俳聖殿

伊賀上野城

（スタート）

伊賀市役所

（ゴール）

だんじり会館

銀
座
通
り

白鳳門
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命の重さをみんなで　－島ヶ原支所振興課－

　毎年、児童虐待事件は後を絶ちません。最近では、

子どもが保護者に虐待され、命を落とした東京都

目黒区や千葉県野田市の事件が裁判の様子なども

含め、繰り返しニュースになりました。５歳の女

児にしつけと称して無理やり反省文を書かせてい

た、小４の女児が学校へは虐待されていないと嘘

をつくように保護者から指示されていたなどとい

う報道には、今でも胸が締め付けられる思いがし

ます。

　どちらの事件も母親が配偶者から DV を受け、

非常に追い詰められた状況にありました。母親は

暴力や暴言を受け続け、次第に自尊心や主体性が

奪われていったようです。そうなると、自分で今

の状況のおかしさに気づいて声を上げることがで

きません。子どもへの虐待に対しても、DV にお

びえて配偶者による虐待から子どもを守ることが

できず、結果的に虐待に加担していました。

　このように、家庭という閉鎖的な空間でエスカ

レートするＤＶと虐待を食い止めるためにはどう

すればいいのでしょうか。

　最新の調査によると、児童相談所に寄せられた

年間相談件数は約 16 万件で、相談経路をみると、

警察からの通告が 50％、ついで、近隣知人 13％、

学校７％、家族７％となっていました。このこと

から、虐待の発見や相談の糸口として、「周囲の気

づき」が重要であり、特に近隣知人は虐待に気づ

きやすい立場であることが分かります。

　また、近隣知人同士の関係性が十分に築かれて

いる場合、児童相談所に通報するだけではなく、

地域の民生委員・児童委員などに繋いで、地域で

協力して子どもを守ることもできます。自分には

関係ないことだと思わず、命の重さをみんなで考

え、虐待から子どもを守りましょう。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

　伊賀鉄道では、「伊賀上野・城下町のおひなさん」

の期間中、ギャラリー列車を活用した「おひなさん列

車」を運行します。

　車内に市内の幼稚園児が描いたおひなさんの絵を展

示します。ぜひ伊賀鉄道に乗車して、ご覧ください。

【運行期間】　２月 21 日㈮～３月 11 日㈬

【運行列車】　忍者ラッピング車両（ピンク）

※運行時刻などは忍者市（上野市）駅（☎  21-3231）

にご確認ください。

※車両の調整などにより、運行

できなくなる場合があります。

※「伊賀上野・城下町のおひな

さん」については６ページを

ご覧ください。

【問い合わせ】

○ギャラリー列車に関すること

　　交通政策課　☎ 22-9663　℻   22-9694

○伊賀上野・城下町のおひなさんに関すること

　　観光戦略課　☎ 22-9670　℻   22-9695

忍者線（伊賀線）だより
ギャラリー列車

「伊賀上野・城下町のおひなさん」
　現在、市では芭蕉翁生誕地として、俳句をユ
ネスコ無形文化遺産へ登録するために「俳句ユネ
スコ無形文化遺産登録推進協議会」を関係団体と
共に設立し、その活動を進めています。
　俳句のユネスコ登録に向けた機運の上昇をア
ピールするため、趣旨にご賛同いただき、要望書
の署名にご協力をお願いします。
【署名用紙設置場所】

○本庁舎
○各支所振興課
○芭蕉翁記念館
○各地区市民センター
○上野図書館
○各公民館
【署名用紙設置期間】

　３月 31 日㈫まで
【問い合わせ】

　文化交流課
　☎ 22-9621　℻   22-9619

署名ご協力のお願い

～俳句をユネスコへ～
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図書館
　だより

《問い合わせ》

上野図書館　☎ 21-6868　℻ 21-8999

いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122

島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291

阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154

大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175

青山図書室（青山公民館内）　☎52-1110

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）

2 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

８日㈯

14日㈮

16日㈰

18日㈫

19日㈬

21日㈮

26日㈬

3月4日㈬

10：30～

11：30～

10：30～

10：30～

10：30～

10：00～

10：30～

10：30～

上野図書館

大山田図書室

青山図書室

阿山図書室

大山田図書室

上野図書館

いがまち図書室

上野図書館

青山子育て支援センター

おはなしの会

おはなしたいむ（きらきら）

おとなカフェ

読み聞かせの会（はあと＆はあと）

あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

えほんの森（よもよも）

絵本の時間（お話の国アリス）

おひざでだっこのおはなし会

あかちゃん　こんにちは（どようっこクラブ）

□一般書

『ユネスコ世界の無形文化遺産』

マッシモ・チェンティーニ／編著

　ユネスコが指定する世界の無形文化遺産は、祭礼行

事、伝統工芸、芸能など、多岐にわたります。日本の

歌舞伎や和紙を含む57件の無形文化遺産が、色鮮や

かな写真とともに地域別に紹介されています。

□絵本

『ないしょのオリンピック』

もとした いづみ／ぶん、やまぐち かおり／え

　おうちの人がでかけたあとの家の中で、ないしょ

のオリンピックが始まりました。聖火が灯される開

会式から閉会式まで、ページのすみずみまで楽しめ

る絵本です。

■一般書　

『弾丸メシ』　　　　　　　　　　　 堂場　瞬一／著

『明智光秀伝』　　　　　　　　　　　藤田　達生／著

『旅客機から見る日本の名山』　 　　　須藤　茂／著

■児童書

『ねんどのパン屋さん』　　　　　　岡田　ひとみ／作

『あらいぐまのせんたくもの』

大久保　雨咲／作、相野谷　由起／絵

■絵本

『ふとんがふっとんだ』　　　　　　　新井　洋行／作

『なんと！ようひんてん』　　　　　　石川　基子／作

◆にゃんにゃんにゃんのおはなし会＆チャームづくり
　猫の日に、フェルトで猫の

肉球のチャームを作ります。

　また、猫をテーマに絵本の

読み聞かせをします。

【と　き】　２月22日㈯

　午後２時～３時20分

【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室

【絵本読み手】　ボランティアグループ　いがぐり、

　よもよも、ちいさなねこ

【布工作講師】

　布の絵本作成グループお針子チクチク

【対象者】　小学生　※保護者同伴可

【持ち物】　はさみ・筆記用具

【定　員】　30人　※先着順

【申込受付開始日】　２月８日㈯　午前９時～

【申込方法】　電話または来館

【申込先・問い合わせ】　上野図書館

◆いがまち・阿山・大山田・青山図書室休室のお知らせ
　２月23日㈰は祝日（天皇誕生日）のため休室

します。

※休室中の図書の返却は、ブックポストをご利用

ください。

◆今月の上野図書館の「郷土の歴史夜咄会」
【と　き】　２月21日㈮　午後６時～７時30分

【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室

【テーマ】　社寺の復興に尽力した　小天狗　清蔵

【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出　楯夫さん

図書館
　だより

《問い合わせ》

上野図書館　☎ 21-6868　℻ 21-8999

いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122

島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291

阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154

大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175

青山図書室（青山公民館内）　☎52-1110

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）

2 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

８日㈯

14日㈮

16日㈰

18日㈫

19日㈬

21日㈮

26日㈬

3月4日㈬

10：30～

11：30～

10：30～

10：30～

10：30～

10：00～

10：30～

10：30～

上野図書館

大山田図書室

青山図書室

阿山図書室

大山田図書室

上野図書館

いがまち図書室

上野図書館

青山子育て支援センター

おはなしの会

おはなしたいむ（きらきら）

おとなカフェ

読み聞かせの会（はあと＆はあと）

あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

えほんの森（よもよも）

絵本の時間（お話の国アリス）

おひざでだっこのおはなし会

あかちゃん　こんにちは（どようっこクラブ）

□一般書

『ユネスコ世界の無形文化遺産』

マッシモ・チェンティーニ／編著

　ユネスコが指定する世界の無形文化遺産は、祭礼行

事、伝統工芸、芸能など、多岐にわたります。日本の

歌舞伎や和紙を含む57件の無形文化遺産が、色鮮や

かな写真とともに地域別に紹介されています。

□絵本

『ないしょのオリンピック』

もとした いづみ／ぶん、やまぐち かおり／え

　おうちの人がでかけたあとの家の中で、ないしょ

のオリンピックが始まりました。聖火が灯される開

会式から閉会式まで、ページのすみずみまで楽しめ

る絵本です。

■一般書　

『弾丸メシ』　　　　　　　　　　　 堂場　瞬一／著

『明智光秀伝』　　　　　　　　　　　藤田　達生／著

『旅客機から見る日本の名山』　 　　　須藤　茂／著

■児童書

『ねんどのパン屋さん』　　　　　　岡田　ひとみ／作

『あらいぐまのせんたくもの』

大久保　雨咲／作、相野谷　由起／絵

■絵本

『ふとんがふっとんだ』　　　　　　　新井　洋行／作

『なんと！ようひんてん』　　　　　　石川　基子／作

◆にゃんにゃんにゃんのおはなし会＆チャームづくり
　猫の日に、フェルトで猫の

肉球のチャームを作ります。

　また、猫をテーマに絵本の

読み聞かせをします。

【と　き】　２月22日㈯

　午後２時～３時20分

【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室

【絵本読み手】　ボランティアグループ　いがぐり、

　よもよも、ちいさなねこ

【布工作講師】

　布の絵本作成グループお針子チクチク

【対象者】　小学生　※保護者同伴可

【持ち物】　はさみ・筆記用具

【定　員】　30人　※先着順

【申込受付開始日】　２月８日㈯　午前９時～

【申込方法】　電話または来館

【申込先・問い合わせ】　上野図書館

◆いがまち・阿山・大山田・青山図書室休室のお知らせ
　２月23日㈰は祝日（天皇誕生日）のため休室

します。

※休室中の図書の返却は、ブックポストをご利用

ください。

◆今月の上野図書館の「郷土の歴史夜咄会」
【と　き】　２月21日㈮　午後６時～７時30分

【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室

【テーマ】　社寺の復興に尽力した　小天狗　清蔵

【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出　楯夫さん

22広報いが市 2020 年（令和２年） ２月１日号



情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　NHK 連続テレビ小
説「スカーレット」の
舞台、甲賀市信楽町に
物産館が昨年 12 月に
オープンしました。「ス
カーレット」で甲賀を
盛り上げる推進協議会
グッズをはじめスカーレット公式商品、信楽焼や
朝宮茶など取り揃えています。
　３月 28 日㈯まで「スカーレット」展を開催
中の信楽伝統産業会館（信楽町長野 1142 番地）
からも近いので、散策の途中にぜひお立ち寄りく
ださい。
【営業時間】

○平　日　午前 11 時～午後４時
○土日祝　午前 10 時～午後４時
※火・水定休
【ところ】　甲賀市信楽町長野 1159 番地
※専用駐車場はありません。
【問い合わせ】　甲賀市観光企画推進課
　☎ 0748-69-2198　℻   0748-63-4087

～スカーレット関連のお土産物屋さんが登場～
物産館「緋色の商店街」

亀山市亀山市

～おかげさまで 10 周年記念～
東海道のおひなさま 亀山宿・関宿

　 旧 東 海 道 亀 山
宿・関宿の街道沿
いの公共施設や民
家・店舗など、約
90 カ所にひな人
形が飾られます。
　２月 15 日㈯の
オープニングセレ
モニーをはじめ、亀山市で人気のマルシェ「かめ
まる」の開催、抽選会に応募できる「東海道のお
ひなさま 手形スタンプラリー」など、期間中さ
まざまな催しが行われます。
【と　き】　２月 15 日㈯～３月７日㈯
【ところ】

○亀山宿：亀山市本町～布気町
　　　　　駐車場：市民協働センターみらい
○関　宿：亀山市関町木崎～関町新所
　　　　　駐車場：関宿観光駐車場
【問い合わせ】

　東海道のおひなさま 亀山宿・関宿実行委員会
　（亀山市観光協会内）　☎ 0595-97-8877

▲緋色の商店街

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　内科・小児科
【所在地】　上野桑町 1615 番地　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11 時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11 時
※受付は、診療終了時間の 30 分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日・祝日診療を行っている医療機関は、救急医療情報センター
コールセンター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

◉伊賀市救急・

　健康相談ダイヤル 24

☎ 0120-4199-22
　心と体のさまざまな相談に、24 時
間体制でお応えします。
※通話料・相談料は無料です。

２月の二次救急実施病院

＊小児科以外の診療科です。

≪実施時間帯≫　平日：午後 5 時～翌日午前 8 時 45 分
土・日・祝日：午前 8 時 45 分～翌日午前 8 時 45 分

≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45 分
※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時 45 分

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡
が必要です。
　【上野総合市民病院（☎ 24-1111）】

　【名張市立病院（☎ 61-1100）】
　【岡波総合病院（☎ 21-3135）】

◉各病院の受け入れ体制

日 月 火 水 木 金 土
１

　名張
２

　名張

３

　岡波

４

　名張

５

　岡波

６

　名張

７

　上野

８

　上野
９

　岡波

10

　岡波

11　

　上野

12

　岡波

13

　名張

14

　上野

15

　名張
16

　名張

17

　岡波

18

　名張

19

　岡波

20

　名張

21

　上野

22

　上野
23

　岡波

24

　岡波

25

　上野

26

　岡波

27

　名張

28

　上野

29

　名張

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。
※二次救急（重症）の人が対象です。
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　今回は中学生の時、創部したばかりのハンドボー

ル部に入部し、その後、高校・大学でも競技を続け

られ、現在は、県立上野高等学校ハンドボール部で

指導されている竹田誠さんに話を聞きました。

Ｑ . ハンドボールの魅力を教えてください。

（竹田）　　何と言っても攻守にスピード感があるこ

とです。動きが早い試合展開で、攻撃も守

備も積極的に行われ、選手同士が接触しな

がら攻守に動き回る姿は迫力があり、興奮

するところだと思います。また、1試合の

中で入る点数が多いのも見ていて楽しいと

ころです。

Ｑ . 市民の皆さんへメッセージをお願いします。

（竹田）　　三重県少年女子代表は 2018 年の福井

国体は優勝、昨年の茨城国体は4位となり、

選手の強化が着実に進んでいます。とこわ

か国体をきっかけに、皆さんにハンドボー

ルの魅力を知っていただき、ハンドボール

を始めたいと思う子どもたちが増えること

を期待しています。

　　　　　ぜひ一緒にとこわか国体を盛り上げてい

きましょう。

～三重とこわか国体をもっと知ろう～

vol.6

　

筒
井
天
守

　

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
「
上
野
城
下
町

絵
図
」
を
見
る
と
、
上
野
城
本
丸
の
東
北

の
隅
に
三
層
の
建
物
が
確
認
で
き
ま
す
。

江
戸
時
代
の
絵
図
で
も
、
初
期
の
絵
図
に

の
み
登
場
す
る
こ
の
建
物
は
、
上
野
城
に

造
ら
れ
た
最
初
の
天
守
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
正
13
（
１
５
８
５
）
年
に
伊
賀
国
へ

移
封
と
な
っ
た
筒
井
定
次
は
、
織
田
信
長

に
よ
る
伊
賀
攻
め
で
焼
け
落
ち
た
平
楽

寺
・
薬
師
寺
跡
を
中
心
に
城
郭
の
建
設
に

着
手
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
地
誌
『
伊い

水す
い

温う
ん

故ご

』
に
よ

る
と
、
筒
井
氏
が
建
設
し
た
城
郭
は
、
文

禄
年
間
（
１
５
９
２
〜
９
６
）
に
は
完
成

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
城
郭
に
は
、
防
衛

の
た
め
の
曲く

る

輪わ

が
厳
重
に
設
け
ら
れ
「
三

層
ノ
高
楼
」
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
城
下
町
絵
図
の
描
写
と
も
一
致

し
ま
す
。

　

慶
長
13
（
１
６
０
８
）
年
、
筒
井
氏
に

替
わ
っ
て
藤
堂
高
虎
が
伊
賀
へ
と
入
国
す

る
と
、
上
野
城
に
は
大
幅
な
改
修
が
加
え

ら
れ
ま
す
。
本
丸
が
西
側
へ
と
拡
張
さ
れ
、

そ
の
部
分
に
新
た
な
五
層
の
天
守
建
設
が

計
画
さ
れ
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
五
層
の
天
守
は
、

完
成
間
近
の
慶
長
17
（
１
６
１
２
）
年
、

大
風
雨
に
よ
っ
て
倒
壊
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
こ
の
建
設
中
の
わ
ず
か
な
時
間
、

上
野
城
に
は
二
つ
の
天
守
が
並
び
立
つ
景

色
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
筒
井
氏
の
天
守
は
、
寛
永
10

（
１
６
３
３
）
年
の
大
風
雨
に
よ
っ
て
倒

壊
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
の
絵
図
か
ら
は

姿
を
消
し
ま
す
。

　

こ
れ
以
降
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
上
野

城
に
天
守
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

再
び
上
野
城
に
天
守
が
よ
み
が
え
る
の

は
、
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
の
復
興
天

守
（
伊
賀
文
化
産
業
城
）
完
成
を
待
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

文
化
財
課　

　

☎
52
・
４
３
８
０　

℻  
52
・
４
３
８
１

話

余

史

歴

の

賀

伊

話

余

史

歴

の

賀

伊

９

▲筒井天守跡の碑

▲「上野城下町絵図」（菊山当年男氏

旧蔵）に描かれた筒井天守


